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プレゼンター
プレゼンテーションのノート

『数値モデルは古くから大気構造を理解するための道具として用いられてきており、
地球大気だけでなく他の惑星大気にも用いられています。
特に地球外の惑星は観測データが得づらいことから、その大気構造を考察するうえで
数値モデルによる実験は強力なアプローチと言えます。

我々は、
大気構造を決めるであろう様々なパラメタに関して、現実的、仮想的値を組み合わせた数値実験を行い、大気構造の多様性をパラメタ空間に位置づけることで大気構造の普遍性と特殊性の理解につなげたいと考えています。
』
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